
 

  

 

         四国八十八ケ所歩き遍路結願  

平成 24年 3月 5日、四国遍路１番札所霊山寺より歩き遍路を

開始しました。その後 7回に分け四国に亘り約 800キロを歩き、

昨年 10月 28日に 88番大窪寺を参拝し無事結願しました。 

道中多くの方々との出会いがあり、また地域の方の手厚い 

接待の風習に感激し充実した遍路旅でした。 

道中の一句です  

・・・ 石仏や 秋草の影 抱きをり ・・・ 

                 新町 小林 勲 

 

昨年度から、第一から第五地区で取り組んでいる「防災体制整備事業」により今年度も第二地区から

下記 2 名の防災士が誕生しました。昨年度に防災士資格を取得された 6名には、第二地区住民自治協議

会環境安全部会主催の防災訓練でご活躍いただきました。 

❉ 村田 高信さん（湯谷） ❉ 中村 恒夫さん（箱清水） 
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上松・湯谷・滝・城山団地・湯谷団地・箱清水・元善町・東之門町 

伊勢町・新町・岩石町・横町・東町・大門町・三輪田町・淀ヶ橋  

Ｎｏ. 36 
発行日：平成 30 年 3 月吉日 

発行者：第二地区住民自治協議会 

● ■ ■ ● ■ ● ● ● ■ ■ ● ■ ● ● ■ ● ● ● ● ■ ■ ● ■ ● ● ● ■ ● ● ● ● ■ 

「中学生の手による五・六年生への説明会」（中一ギャップを乗り越えよう） 

平成 30 年 1 月 21 日、第二地区公民館において、表記の会が行われました。この会は柳町中学校の 2 年
生の、新生徒会の役員さんが新しく入ってくる予定の 6 年生、新年度中学校を選ぶ 5 年生に、中学生自ら
が「自分たちの学校はこんな学校で、私たちはこのような生活を送っています」という説明をする会で、
今回で 6 回目になりました。年々参加者も多くなり、地区内 3 小学校の他、今年度は三輪小、鍋屋田小の
子どもたちも参加して 90名ほどの子どもたちや保護者が集まりました。 
 質問タイムでは部活動の事、宿題や塾の事、日々の生活の事等たくさんの質問がされ、中学生が一生懸
命に答えていました。現在私立や県立、また市立の中学校が設立され、中学校の選択肢も増えて来ており
ますが、地元の、公立の中学校の良さを確認していただき、子どもたちが地元で学べる環境をさらに高め
るためにこれからも活動してまいります。 

青少年健全育成委員会 委員長 石坂 真一 



 

 

今年度も健康アップ術・小さな一歩サ

ロン・男性の料理教室等の福祉事業に多

数のご参加をいただきましてありがとう

ございました。来年度もより充実させて

参りますので、お誘い合わせの上、どう

ぞお越しください。 

↑蔵春閣ホールにて準備運動 

お年寄りや障害者、母子父子家庭等の方が、日常生活

で困ったときに地域の住民の皆さんによる有償たすけ

あい活動によって、身のまわりの家事援助や外出のお手

伝いを中心に行う会員登録制の事業です。 

城山公民館を背に、信濃

招魂社へ向かいます→ 

〒380-0833 長野市大字鶴賀権堂町 2201 番地 20 権堂イーストプラザＮＤ1階 

℡：262-1263（ＦＡＸ兼用） Ｅ-mail：dainitiku@energy.ocn.ne.jp 

 

平成 30年 3月末で閉館する蔵春閣とその周辺をコースに、昨

年 10月 絶好のウォーキング日和にノルディック・ポールウォ

ーキング講座を開催しました。体調に合わせてノルディックと

ポールウォーキングに分かれて歩き方のコツを学び、コースへ

出発！「ポールを使うことで坂道が上りやすく、身体が軽く感

じる」との声が多数ありました。 

平成 29年 11月 22日に交通死亡事故が起きた上松 3丁目（湯谷：西松屋） 

前の県道沿いで昨年 12月 15日に長野県長野中央署、第二地区住自協役員 

などの関係者約 20名が集まり、事故現場にて現地診断を行いました。 

地元住民からは「湯谷小学校西交差点」の歩道橋下に横断歩道を設置、押しボタン式の信号機の待ち時

間の短縮、上松交差点のスクランブル化、歩道橋の撤去、交差点手前をでこぼこにしてスピードを抑制さ

せる等、さまざまな意見が出されました。 

関係省庁の対応も進んでいますが、改めて歩行者の安全意識、運転手の安全確認の意識も高めていかな

ければならないと感じました。 

 

平成27年の善光寺御開帳に
あわせて東町交差点北西角
に開館された。 
公衆トイレ「東司」（とうす。
寺院におけるトイレの呼称
でここも清浄なる修行の
場）・屋台蔵・多目的スペー
ス・ギャラリーを併設。 

 

平成 28 年のながの祇園祭時、23

年ぶりに組み立てられ、無事に巡行

を終えた明治生まれの”東町屋台”

を屋台蔵におさめる。 

昨年は置き屋台で参加。 

今年も置き屋台で参加予定。 

多目的スペースでは毎月「ゆる体
操」クラスを開催。「ゆる体操正指
導員」竹節嘉恵先生（紫の T シャツ）
の熱心な指導が好評。東町神輿会会
長の水嵜氏も（中央）参加して“東
町大神輿”の御幣を持つための体力
作り。 
ガラス窓の向こうから東町屋台も
住民を見守る。 

 

撮影：井口優子 


